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◆祝長寿 いつまでもお元気な笑顔を
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◆とまり木文芸
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2010201020102010
感動のゴールへラストラン感動のゴールへラストラン！！！！

　

９
月
12
日
（
日
）、
今
年
で
17
回
目
そ
し
て
最

後
の
開
催
と
な
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
と
ま

り
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
０
」
が
、
秋
晴
れ
の
中
、

愛
知
製
鋼
陸
上
部
監
督
児
玉
泰
介
さ
ん
、
旭
化

成
女
子
陸
上
部
宗　

由
香
利
さ
ん
、
三
菱
重
工

長
崎
マ
ラ
ソ
ン
部
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え

堀
株
の
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
『
と
ま
り
ん
館
』

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
８
１
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
当
日
は
道
内

外
か
ら
職
場
仲
間
や
家
族
連
れ
な
ど
９
３
７
名

が
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
会
長
の
牧
野
村
長
が
感
謝

と
お
礼
の
挨
拶
。
続
い
て
北
村
議
長
よ
り
参
加

者
へ
の
歓
迎
の
挨
拶
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
北
海
道
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
鈴
木
洋
一
郎
部
長
、

姉
妹
町
で
あ
る
四
国
愛
媛
県
伊
方
町
の
森
口
又

兵
衛
副
町
長
、
神
恵
内
村
の
高
橋
昌
幸
村
長
よ

　

姉
妹
町
村
で
あ
る
伊
方
町
、
矢
野

吉
男
さ
ん
（
伊
方
体
協
）
が
５
㎞
・

40
歳
〜
54
歳
男
子
の
部
で
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 開 会 式開 会 式矢野吉男さん優勝矢野吉男さん優勝

地元物産品市地元物産品市

受付風景「がんばります！」受付風景「がんばります！」

愛知製鋼陸上部監督 児玉　泰介さん愛知製鋼陸上部監督 児玉　泰介さん

旭化成女子陸上部 宗　由香利さん旭化成女子陸上部 宗　由香利さん
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HOKKAIDOHOKKAIDOHOKKAIDOHOKKAIDO
全国各地から937名が全国各地から937名が

り
お
祝
い
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
午
前
９
時
40
分
か
ら
３
㎞
、
５
㎞
の

コ
ー
ス
別
順
に
始
ま
り
、
年
齢
、
男
女
別
の
11

部
門
で
競
わ
れ
，
小
学
生
低
学
年
か
ら
80
歳
ま

で
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
日
本
海
の
美
し
い
景
色
と
潮
風

を
受
け
な
が
ら
走
る
海
岸
線
コ
ー
ス
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
自
然
美
溢
れ
る
こ
の
コ
ー
ス
で

ス
ピ
ー
ド
感
を
楽
し
み
、
沿
道
の
声
援
を
受
け

快
走
し
、
ゴ
ー
ル
し
た
８
８
９
名
の
走
者
は
完

走
記
録
証
を
手
に
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
、
走

り
終
え
た
充
実
感
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
伊
方
町
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
を
は
じ
め
サ
ケ
鍋
コ
ー
ナ
ー
や
地
元
物
産

品
市
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等
設
け
ら
れ
、
参
加

者
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
皆
さ
ん
は
ふ
れ
あ
い

と
交
流
の
場
の
ひ
と
と
き
を
最
後
ま
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
と
ま
り
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
０
は
、
お
陰
様
を
も
ち

ま
し
て
、
９
８
１
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

の
う
ち
大
会
当
日
９
３
７
名
の
選
手

と
多
数
の
応
援
者
の
来
場
を
い
た
だ

き
、
天
候
に
恵
ま
れ
無
事
大
会
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
を
は
じ
め
、
沿
道

で
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

コ
ー
ス
周
辺
で
行
い
ま
し
た
交
通
規

制
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
大

会
は
、
諸
事
情
に
よ
り
今
大
会
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
数
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
や
大
会
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

と
ま
り
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
０

大
会
長　

泊
村
長　

牧
野　

浩
臣

お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会

完走記録証を手に記念撮影完走記録証を手に記念撮影

サケ鍋コーナーサケ鍋コーナー

伊方町特産品コーナー伊方町特産品コーナー

17
年
間
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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泊
村
の
最
高
齢
者

泊
村
の
米
寿
該
当
者

（
88
歳
）大
正
11
年
生
ま
れ
の
方

（
88
歳
）大
正
11
年
生
ま
れ
の
方

祝
長
寿 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
な
笑
顔
を

祝
長
寿 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
な
笑
顔
を

平
成
22
年
度
泊
村
敬
老
会

平
成
22
年
度
泊
村
敬
老
会

　

９
月
17
日
（
金
）、
平
成
２２
年
度

泊
村
敬
老
会
が
泊
村
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
４
０
３
名（
男

１
２
０
名
、
女
２
８
３
名
）
で
、
こ
の

う
ち
会
場
に
は　
　
　

名
の
方
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
牧
野
村
長
の
挨

拶
、
次
い
で
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
１４
名
の
う
ち
、
出
席
さ
れ
た
２
名

の
方
に
村
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
ま
た
村
議
会
議
員
よ
り

出
席
者
全
員
に
敬
老
祝
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
を
代
表

し
北
村
議
会
議
長
の
祝
辞
の
後
、
祝

宴
が
行
わ
れ
、
料
理
・
飲
み
物
の
も

て
な
し
を
受
け
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
で
、
心
温
ま
る

敬
老
会
の一日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
（
金
）、
平
成
22
年
度

泊
村
敬
老
会
が
泊
村
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
４
０
３
名（
男

１
２
０
名
、
女
２
８
３
名
）
で
、
こ
の

う
ち
会
場
に
は
1
4
3
名
の
方
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
牧
野
村
長
の
挨

拶
、
次
い
で
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
14
名
の
う
ち
、
出
席
さ
れ
た
２
名

の
方
に
村
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
ま
た
村
議
会
議
員
よ
り

出
席
者
全
員
に
敬
老
祝
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
を
代
表

し
北
村
議
会
議
長
の
祝
辞
の
後
、
祝

宴
が
行
わ
れ
、
料
理
・
飲
み
物
の
も

て
な
し
を
受
け
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
で
、
心
温
ま
る

敬
老
会
の一日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

泊　

地　

区　
　
　

小
林　
　

子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

井
口　

京
子
さ
ん

盃　

地　

区　
　
　

三
田
よ
し
子
さ
ん

茅
沼
地
区　
　
　

田
村　

幸
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

一
枝
さ
ん

渋
井
地
区　
　
　

文
字　

ス
ヱ
さ
ん

む
つ
み
荘　
　
　

鎌
田　
　

江
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

川
端　

ハ
ナ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
野
森
キ
ミ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

キ
ヨ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

土
門
フ
サ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

右
近　

元
春
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

新
井
田
ア
ヤ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

干
場　

ト
ミ
さ
ん

男
性　

む
つ
み
荘　

清
水　

清
松
さ
ん

　
　
　
　
　

98
歳　

明
治
45
年
生
ま
れ

女
性　

む
つ
み
荘　

萬
谷　

ギ
ン
さ
ん 

　
　
　

1
0
3
歳　

明
治
40
年
生
ま
れ

▲米寿を迎えられた三田よし子さん▲米寿を迎えられた三田よし子さん▲牧野村長の挨拶▲牧野村長の挨拶

▲盛り上がった歌謡ショー（写真中）▲盛り上がった歌謡ショー（写真中）▲米寿を迎えられた井口京子さん▲米寿を迎えられた井口京子さん ▲祝宴のひととき▲祝宴のひととき
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料のお支払方法と臓器提供に関する意思表示について～

後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料のお支払方法と臓器提供に関する意思表示について～

■保険料のお支払い方法について
●保険料の納め方は、「年金からのお支払い(特別徴収)」と「納付書よるお支払い(普通徴収)」
　の２つの方法があります。
●ご自分のお支払い方法については、保険料額決定通知書(納入通知書)をご参照ください。

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060-0062
　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　　国保会館６階
電話　０１１－２９０－５６０１

泊村役場　住民福祉課　保険係
電話　７５－２１３２

普 通 徴 収

によるお支払い。 納付書

からのお支払いとなります。
●お手続きの必要はありません。

・なお、次の方は特別徴収に該当せず、普通徴収となります。

特 別 徴 収

年　　金

●受給している年金額が、年額18万円未満の方
●介護保険とあわせて保険料が年金支給の半分を超える方

※この制度に加入してからおよそ半年間は、年金からのお支払いができません。
　「納入通知書」でお納めください。

■臓器提供に関する意思表示ができるようになりました
　臓器提供は、病気や事故で臓器が機能しなくなった人に、他の人の健康な臓器を移植し
て機能を回復させるという医療です。
　臓器移植に関する法律の改正により、保険証に「臓器提供意思表示シール」を貼付して、
臓器を提供するかしないかの意思表示を行うことができるようになりました。
　臓器提供意思表示シールは、泊村役場に設置しております。詳しくは、下記までお問い
合せください。

お 問 い 合 わ せ

５ ● 広報 とまり　2010年10月号 ●



　泊村長寿者褒賞条例に基づき、村内で長年にわたり、
地域社会の発展に貢献された御高齢者に対し、長寿
のお祝い金として支給しております。８月30日に満
90歳を迎えられた泊地区の矢崎ツルさんへ、村から、
お祝い状とお祝い金が手渡されました。
　長生きの秘訣は、総合福祉センターの温泉でゆっ
くり温まることですと、お話ししていただきました。
　これからも健康に気をつけて、お元気で過ごして
ください。

いつまでもお元気で!! 
長寿祝い金（長寿者褒賞）

いつまでもお元気で!! 
長寿祝い金（長寿者褒賞）

長寿祝い金（長寿者褒賞）についてのお問合わせ　泊村役場住民福祉課  TEL７５－２１３４

村内に引き続き30年以上住所を有し、かつ、現に10
年以上居住している方。

資格要件◎90歳に達した方………35万円
◎95歳に達した方………35万円
◎100歳に達した方……30万円

長寿祝い金（長寿者褒賞）について

泊地区　矢崎ツルさん（90歳）泊地区　矢崎ツルさん（90歳）
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泊発電所の状況
■泊発電所１号機
（定格電気出力57万９千キロワット）
・定格熱出力一定で運転中

・定格熱出力一定で運転中

■泊発電所２号機
（定格電気出力57万９千キロワット）

・定格熱出力一定で運転中

■泊発電所３号機
（定格電気出力91万２千キロワット）

　10月18日（月）～ 10月24（日）は「秋の行政相談週間」です。行政相談週間にちなんで、次のとおり、特
設行政相談所を開設します。
　毎日の暮らしの中で、国の役所や特殊法人などが行っている仕事について、困っていること、納得できないこと、
意見をお持ちの方は、お気軽においでください。
　相談は無料で、秘密は守られます。

■日　時：平成22年10月19日（火）　■場　所：泊村公民館　TEL 75-3258
■行政相談員：高橋　厳一さん　TEL 75-2237
■相談内容：年金、老人保健、福祉、道路、登記、郵便、消費者保護、雇用保険、役所の窓口サービス等

特 設 行 政 相 談 所 を 開 設 い た し ま す

※P６～７は平成22年度広報・安全等対策交付金事業により作成しております。

転入・転居・転出・世帯変更のある場合、住民基本台帳法にもとづいた届出が必要ととなります。  

届出の種類 届出期間 届出義務者

本人または
世帯主

転入届
転居届
転出届
世帯変更届

転入をした日から１４日以内に届出
村内で転居した日から１４日以内に届出
転出する前にあらかじめ届出
世帯または世帯主に変更があった日から１４日以内

お問い合わせ
泊村役場
住民福祉課
住民係
TEL

７５－２１３２

窓口からのお知らせ窓口からのお知らせ窓口からのお知らせ ～忘れずに届出をしましょう～

年　度 可燃ゴミ 不燃粗大ゴミ リサイクルセンター じん芥（鉄分） 計
20年度
21年度
前年度増減（kg）
前年度対比（％）

1,050
８９４
▲１５６
▲14.9％

２５０
１４８
▲１０２
▲40.8％

３９
３４
▲５

▲12.8％

４８
２９
▲１９

▲39.6％

1,387
1,105
▲282

▲20.3％

じん芥処理場
ゴミの収集実績

（泊村分）

お問い合わせ　泊村役場住民福祉課衛生係　TEL 75－2134

ゴミ袋の配布についてゴミ袋の配布についてゴミ袋の配布について
　ごみ減量化と資源化の推進は、市町村に求められている重要課題の一つであります。
　泊村の収集量につきましては、村民の皆さんのご理解とご協力により、他町村と同様に年々減少しており、平
成20年度と平成21年度を比べますと、20.3％の減となっております。
　しかし、ゴミ袋の有料化は、後志管内では泊村のみが実施していない状況であり、今後、岩内地方衛生組合
においての他町村の動向や資源化率の向上推進を考えますと、ゴミ袋の有料化は避けられない課題でありますが、
ゴミの収集状況を見ながら、また、村民の皆さんとの対話を図りながら、進めてまいりたいと思っております。
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クラシックバレエ公演が
開催されました

　「ユニット・リトルバレエ公演～誰にでも分かる楽

しいクラシックバレエ～ｉｎとまり」（財団法人北海道

文化財団主催）が泊村公民館で行われ、近隣町村から

も一目見ようと約90人が訪れました。公演ではバレエ

の歴史や踊りの種類、練習風景などが解説されたほか、

「白鳥の湖より『四羽の白鳥の踊り』」や「くるみ割り

人形より『スペイン・中国・ロシアの踊り』」などの

華やかな作品が披露され、観客を魅了していました。

９
5

第４１回とまり保育所運動会

　雨のため保育所前グランドから泊中学校体育館に

会場を変更して、とまり保育所運動会が開催されま

した。

　はとぽっぽ体操で、体をほぐした子ども達は、か

けっこやお遊戯、玉入れ、綱引きなど、競技に全力

投球です。応援に駆けつけたお父さんやお母さん、

おじいちゃんおばあちゃんたちでいっぱいの会場を

大いに沸かせていました。

９
５

とまり保育所運動会

海海日日 本本

ニコニコ
トピックス元

気村
海海日日 本本

ニコニコ
トピックス元

気村
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　子どもたちによるじゃがいも掘りが、保育所と

なりの畑で行われました。うねに沿って並び、み

んなで夢中になって土を掘り返していくと、いろ

いろな大きさや形のじゃがいもが次々に出てきて、

自分が採ったじゃがいもを見せ合ったりして収穫

の楽しさを味わいました。その後採れたてのじゃ

がいもを蒸かしてみんなで試食しました。

　泊中学校３年生が村内の商店、保育所、官公署

などの事業所で、職業体験学習を行いました。職

場体験を通して、勤労の意義を確認し、職業に必

要な一般的知識を知り、将来の自己表現のための

望ましい職業観を身につけようとするもので、進

路学習の一環として行っている取組です。みなさ

ん、各事業所で真剣な眼差しで、各作業に取り組

んでいました。

　青少年に芸術鑑賞の機会を提供して豊かな情操

を養うため、泊村教育委員会主催による「ハート

音楽院アンサブルによるクラシックギター・ピア

ノ・声楽演奏会」が泊村公民館大ホールで開催され、

小中学生は初めて見る楽器の演奏等、熱心に聞き

入っていました。

　スポーツを通じて親睦を深め、健康増進を図る

ことを目的に毎年開催されている「泊村民スポー

ツ大会」。今年で39回目を数える今大会は、混合バ

レーボール・ママさんバレー・グランドゴルフ・パー

クゴルフの４種目で、地区別対抗戦形式で行われ

ました。

　参加者は優勝トロフィーを持ち帰ろうと闘志を

燃やし、各競技熱戦が繰り広げられました。

※ミニバレーボール・ソフトボールは中止となりました

平成２２年度
学校芸術鑑賞会

９
14

第３９回泊村民
スポーツ大会

９
９

９
20

地域で学ぶ中学生の
職場体験学習

９
21

とまり保育所じゃがいも掘り
９

10

～

村長から辞令交付される宮下貴大さん村長から辞令交付される宮下貴大さん
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日　時　11月２日（火）～ 11月30日（火）

　　　　毎週火曜日　５講座

　　　　時間　13：00 ～ 16：30

場　所　倶知安保健所余市支所（余市町朝日町12番　

内　容（目的・趣旨）
　「こころの病」は、誰もがかかり得る身近な病気で

すが、まだまだ病気に対する誤解や偏見は地域に残っ

ています。この病気を持つ人はどんなことに困り、生

活のしづらさを感じでいるかを知り、みんなが安心し

て暮らせる地域について考えるきっかけにしませんか？

　【Ⅰ講座】　11月２日（火）13：00 ～ 16：30

　　　　　　「後志地域のこころの病気の現状と課題」

　　　　　　「精神保健福祉の歴史と人権」

　　　　　　「精神疾患を持つ人の生活障害と地域のサ

ポート」

　【Ⅱ講座】　11月９日（火）13：00 ～ 16：30

　　　　　　「こころが病むということと主な精神疾患１」

　　　　　　「精神疾患を持つ人からのメッセージ」

　　　　　　※Ⅲ講座～Ⅴ講座の内容については、お問

　　　　　　　い合わせください。

　○募 集 定 員　30名（原則５日間参加できる方）

　○申込み期限　10月26日（火）

　○受　講　料　無　料

「やさしい精神保健講座」の
開催について

「やさしい精神保健講座」の
開催について

申込み・問い合わせ

・後志総合振興局保健環境部保健福祉室

　子ども・保健推進課精神保健福祉係

　（後志地域精神保健協会事務局）

　　TEL　0136－23－1957

問い合わせ

・泊村献血推進協議会

・泊村役場住民福祉課

くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

　交通事故による死者数は年々減少傾向にあるものの、

平成21年の事故発生件数は約74万件、死傷者数は約91

万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にも

なり得る極めて深刻な状況となっています。

　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとって

も加害者にとっても悲惨な結果をもたらすものです。

　自賠責保険・共済は、すべての自動車の保有者に、自

動車１台ごとに加入が義務づけられており、基本的にす

べての加害者の賠償責任を担保するとともに、すべての

被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害者の

保護を目的としています。

　一人一人が、より一層自賠責制度の役割・重要性や、

保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・認

識することがとても大切です。

ご存知ですか、自賠責のこと？ご存知ですか、自賠責のこと？

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします

交通事故からあなたの未来を守る
自賠責保険・自賠責共済

自賠責保険・共済の有効期限は切れていませんか？　

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対

人賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべての自動車

に加入が義務づけられており（自動車損害賠償保障法）、自賠

責保険・共済なしでの運行は法令違反ですのでご注意下さい！

　四輪車ももちろんですが、特に、車検制度のない250㏄以

下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、有効期

限切れ、かけ忘れにご注意を！

　なお、自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jpでご

覧になれます。

地域の福祉、みんなで参加地域の福祉、みんなで参加

共同募金

赤い羽根募金
http://www.akaihane-hokkaido.jp/

　今年も10月１日から赤い羽根共同

募金運動が始まります。

　地域の福祉活動を支えるために、今

年も皆様のご協力をお願いいたします。

採血対象年齢　200ml　16歳～ 69歳

　　　　　　　400ml　18歳～ 69歳

　但し、65歳～69歳の方については、60歳～64歳まで

の間に献血されたことが有る方に限ります。

とき　１０月７日（木）
時　　間 場　　所

10：00 ～ 10：50

11：05 ～ 12：30

13：30 ～ 14：10

14：20 ～ 14：50

14：55 ～ 16：00

盃地区集会所前

泊村役場前

泊村総合福祉センター前（茅沼）

堀株バス停

とまりん館駐車場
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問い合わせ

岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 0135－62－6251

不燃(粗大含む)
ごみ受入停止の
お知らせ

■受入停止日　10月25日(月)■■受入停止日　10月25日(月)■

10月３日(日)

　　10日(日)

　　11日(月)

　　17日(日)

　　24日(日)

　　31日(日)

診療時間
９時～17時まで10月の

救急当番医

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

・事前予約制

・予約受付　

　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３

   緯 0135-62-8373

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

10月の相談日程10月の相談日程

10　月
６日（水） 13日（水）

20日（水） 27日（水）

前田診療所

岩内大浜医院

石山内科クリニック

発足診療所

岩内協会病院

万代クリニック

緯 ７３－２２１１

緯 ６１－２０８１

緯 ６２－３２２３

緯 ７４－３００９

緯 ６２－１０２１

緯 ６１－２１３３

体育の日

　高校、大学等への入学時、在学中にかかる費用を対象

とした公的な融資制度です。

【融 資 額】学生１人あたり300万円以内

【利　　率】年2.45％

　　　　　　（固定金利、平成22年９月10日現在）

【返済期間】15年以内

　　　　　　（交通遺児家庭や母子家庭

　　　　　　  の方は18年以内）

国の教育ローン国の教育ローン

問い合わせ

・教育ローンコールセンター

　　TEL　0570－008656

・日本政策金融公庫　小樽支店

　　TEL　0134－23－1167

地デジのことなら、なんでも
　　　　　　　　ご相談ください！

０１１－３５１－１１５５
平日 9:00－21:00　土日祝 9:00－18:00

デジサポ道央は、総務省北海道中央テレビ受信者支援センターの愛称です。

問い合わせ

・岩内地域人材開発センター

　　岩内町字東山８番地の16

　　TEL　0135－62－2183

　岩内地域人材開発センター

では、平成22年11月７日に開

催される危険物取扱（乙種第

４類）の試験に合わせて事前

講座を開催します。
 

◆危険物取扱科
　開催期間：10月21日（木）～22日（金）

　開催時間：午前９時～午後５時まで（14時間）

　開催場所：岩内地域人材開発センター　２階研修室

　受講内容：危険物取扱者　乙種第４類の内容

　対 象 者：危険物取扱者　乙種第４類の資格取得を目

　　　　　　指している方

　受 講 料：10,000円（テキスト代込み）

　講　　師：天沼　興一 氏

　定　　員：15名

　締　　切：10月６日（水）

危険物取扱科（乙種第４類）
受講生募集のお知らせ

危険物取扱科（乙種第４類）
受講生募集のお知らせ
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前月比

人　口世　帯

世　　帯

人　　口

男

女

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

人のうごき人のうごき人のうごき

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口

全国統一防火標語　　「消したかな」　あなたを守る　合言葉

再生紙を使用しています

デイ・ライト
(昼間点灯)

通年

展開
昼間点灯

デイ ライトデイ ライト

運動実施中！

交通安全交通安全
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